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科学センターの歴史 

 

１ 科学センター開館まで 

  昭和 26 年の岩国市理科教育連盟の創設により、研究授業、実技講習会、巡回移動

講習会や科学移動教室を開催し、昭和 27 年には第１回の科学作品展、科学研究発表

会、模型飛行機グライダー競技会を始める。昭和 27 年 11 月に教育委員会が発足。

昭和 28 年１月に岩国市理科教育研究会が結成されて、巡回科学移動教室が一段と活

発化し、県科学展、科学研究発表会や広島大学科学研究発表会等で優秀な入賞者を輩

出した。 

 このような中で、活動の拠点としての研究施設開設の期待が高まり、昭和 29 年 11

月に麻里布小学校で開催された科学振興展覧会を契機に、科学センターの仮設場所

として同小学校離れ校舎の教室が当てられた。 

 

２ 科学センター開館（本庁７階）  昭和 35 年～昭和 44 年 

岩国市科学センターは、広兼教育長（当時）などの努力により、昭和 34 年の新庁

舎完成にあわせて、昭和 35 年１月、庁舎７階に設置される。 

初代館長に河本新太郎指導主事が学校教育課長補佐から就任し、昭和 36 年２月か

ら雑賀英男を指導員として委嘱する。 

  昭和 37 年度から、従来の移動科学教室の発展として、クラブ組織と指導員制度を

確立させ、市内小学校５年から中学校３年までの児童・生徒に参加希望を募って、年

間を通しての計画的な指導を始める。（鉱物、植物、昆虫、電気、化学、検鏡、魚貝、

科学工作、物性、天体、気象、アマ無線、写真、計算尺） 

  昭和 40 年度には、冬季休業中における自由課題として第１回岩国市小中学校発明

工夫・科学工作展を実施する。 

 

３ 横山二丁目（現吉香公園内）に移転  昭和 44 年～昭和 48 年 

市庁舎が手狭になったため、昭和 44 年１月 20 日に旧岩国高校講堂跡（横山二丁

目）に引越し、昭和 44 年４月に開館する。 

  昭和 48 年６月 30 日に、指導員を非常勤職員として身分保障した条例及び規則が

制定される。この年から、スズムシの無料配布が始まる。 

 

４ 今津六丁目（旧消防本部所在地）に移転  昭和 48 年～昭和 53 年 

  吉香公園整備のため、昭和 48 年８月 26 日に旧水道局庁舎跡（今津六丁目）に移

転する。ホタルの人工養殖場をつくる。（昭和 50 年度） 

 

５ 山手町一丁目（旧料理学校跡）に移転 昭和 53 年～平成 20 年 

  市民会館の新築により、消防本部が今津六丁目の科学センター所在地に移転する

ことになったため、昭和 53 年１月に、市役所山手庁舎（山手一丁目）内に移転する。 

  平成 18 年３月 20 日、８市町村が対等合併し、新岩国市が誕生する。 

 

６ 麻里布六丁目（旧税務署跡）に移転  平成 21 年～ 

  山手庁舎老朽化のため、平成 21 年１月に市役所麻里布庁舎（旧税務署跡）内に移

転する。 
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科学センター経営概要  

 

子どもたちの理科離れが叫ばれる中、自然との対話の不足が気になるところです。 

また、ハサミ、カッターナイフ、ものさし、ひもなどの道具を利用した遊びが少なく

なったことから、道具が使えない子どもたちも増えています。 

かつて、ノーベル物理学賞受賞者の朝永振一郎氏は、 

「ふしぎだと思うこと これが科学の芽です。 

よく観察してたしかめ そして考えること これが科学の茎です。 

そして最後になぞがとける これが科学の花です。」 

と語っています。「科学の花」を咲かせるために、科学センターは、「自然」と「道具」

をキーワードに、「か」「が」「く」を重点施策にします。 

 

 経営の基本方針 

「か」 科学への興味を育む環境づくり 

「が」 学校では取り組みにくい体験活動の充実 

「く」 暮らしの中の科学や道具についての学びの推進 

 

 施策項目 

「か」 科学への興味を育む環境づくり  

  (1) 市民・教員・児童生徒を対象とした科学講座の開催 

  (2) 優れた児童生徒の科学作品の展示及び表彰 

  (3) 岩石・鉱物、昆虫など岩国市にちなんだ標本展示や天体観察の充実 

 「が」 学校では取り組みにくい体験活動の充実 

  (1) 基本的な道具の使い方を学べる科学教室の開催 

  (2) よく聞き、考え、みんなと創造する科学教室の開催 

 「く」 暮らしの中の科学や道具についての学びの推進 

  (1) 道具を使った科学的な遊びなど科学教材の開発や紹介 

  (2) 暮らしの中に科学を見つける活動の充実 

  (3) 科学教育研究のための資料の整備及び相談 

  (4) 自然科学団体や民間企業などとの連携 

 

予算について（令和５年度当初歳出予算） 

  科学センター費             55,976 千円 

   （内訳）人件費            50,090 千円 

       運営費               504 千円 

       科学の祭典開催事業費        260 千円 

       各種教室開催事業費       2,094 千円 

       科学センター展示整備事業費    212 千円 

       ミクロ生物館管理費       2,816 千円 

 開館日数及び入館者数（令和５年度 科学センターのみ） 

  開館日数    293 日 

  入館者数   3,540 人 



4 

 

センターの施設  

  〔建物〕 

   岩国市役所麻里布分室の１階と２階の一部を使用 

    主要な部分の面積 約 523 ㎡ 

   １階 約 283 ㎡（展示コーナー、図書コーナー、資料室、倉庫、事務室等） 

   ２階 約 240 ㎡（講座室、会議室、準備室、倉庫等） 

    他に 屋外倉庫 20 ㎡、別棟工作室 32 ㎡ 

 

  〔設備・展示品〕 

   天体ドーム 6.5 平方メートル  平成 2 年 2 月 25 日設置 950 千円 

オルビス株式会社（大阪市中央区） 

平成 21 年 10 月 25 日移設（錦中学校敷地内） 

天体望遠鏡（125ｍｍ屈折望遠鏡）タカハシＦＣ-125 

平成元年 3 月 31 日購入 1,180 千円 

平成 21 年 10 月 25 日移設（錦中学校敷地内） 

     （200ｍｍ反射望遠鏡）ミードＬＸ200-20 

平成 12 年 7 月 4 日寄贈  410 千円  

     （200ｍｍ反射望遠鏡）Vixen VC200L 

平成 30 年 9 月購入（ふるさと基金） 

        （150 ㎜の反射式望遠鏡）Vixen スーパーポラリスＲ‐150Ｓ 

                   令和 2 年 3 月 21 日寄贈    

   岩石鉱物標本 約 1,000 点（他に未登録約 500 点） 

   昆虫標本   約 40 ケース 

   貝標本    約 200 点 

   植物標本   約 10 箱 

  [主な寄贈品]  ウェッデルアザラシ剥製    1 昭和 62 年 9 月  3 日 

          アデリーペンギン剥製     1 昭和 62 年 9 月  3 日 

          琥珀（１億年前）       1 平成 5 年 1 月 19 日 

          カラーテレビ及びビデオデッキ 1 平成 7 年 3 月 10 日 

          液晶プロジェクター      1 平成 10 年 5 月  6 日 

          ナウマン象の上腕骨      1 平成 16 年 4 月 14 日 

          黄鉄鉱・硫黄・水晶ほか      平成 19 年 6 月  8 日 

          ワイヤレスマイク一式       平成 20 年 11 月 18 日 

          実験用机、陳列ケースほか    平成 20 年 11 月 18 日 

          喜和田タングステン標本ほか    平成 20 年 12 月  2 日 

岩国周辺の岩石 32 個        平成 21 年 11 月 28 日 

全国の鉱石（旧美川町寄贈受）1,000 点（登録数約 460 点） 

平成 22 年 9 月 3 日移管 

化石（三葉虫・魚・化石木）   平成 22 年 11 月 25 日 

「岩国市の自然」（複写版）100 冊  平成 27 年 3 月 31 日 

アマミサソリモドキの標本    平成 28 年 11 月 13 日 

ワニ・アルマジロの剥製     平成 29 年 6 月 1 日 

150ｍｍの反射式望遠鏡      令和 2 年 3 月 21 日 

ウミガメ剥製２体        令和 3 年 6 月 15 日 
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令和５年度 実施事業 

「か」科学への興味を育む環境づくり  

(1) 市民・教員・児童生徒を対象とした科学講座の開催 

①  児童・生徒を対象とした科学教室の開催 

 

（2）優れた児童生徒の科学作品の展示及び表彰 

①  科学振興展覧会の開催 

②  発明工夫・科学工作展の開催 

③  優れた作品や研究に対する表彰の実施 

 

(3) 岩石・鉱物、昆虫など岩国市にちなんだ標本展示や天体観察の充実 

①  動植物の飼育・栽培の奨励 

②  植物・昆虫・貝・岩石等の同定（植物・昆虫・貝・岩石などの採取・標本類 

の名前を調べること）会の開催 

 

「が」学校では取り組みにくい体験活動の充実 

(1) 基本的な道具の使い方を学べる科学教室の開催 

①  道具を使った科学教室の実施 

 

(2) よく聞き、考え、みんなと創造する科学教室の開催 

①  創造する科学教室の実施 

②  科学クラブの効果的な運営 

 

「く」暮らしの中の科学や道具についての学びの推進  

(1) 道具を使った科学的な遊びなど科学教材の開発や紹介 

①  教材・教具等の貸出 

②  科学教材・工作の展示 

 

(2) 暮らしの中に科学を見つける活動の充実 

①  青少年のための科学イベントの開催 

②  特別科学講演会の開催 

③  スズムシの無料配布 

 

(3) 科学教育研究のための資料の整備及び相談 

①  夏休み自由研究相談会 

②  同定会の開催 

③  科学センター月報の発行 
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(4) 自然科学団体や民間企業などとの連携 

   〔連携団体組織〕 

     艦艇装備研究所岩国海洋環境試験評価サテライト、神戸市立工業専門学校、

大阪公立大学、三井化学株式会社、山口県立山口博物館、東芝未来科学館、

岩国工業高等学校、高水高等学校付属中学校、岩国市ミクロ生物館、長州科

楽維新プロジェクト（山口大学工学部）、周防大島町なぎさ水族館、蔵前工

業会広島県支部、中国電力株式会社山口支社、大島商船高等専門学校、安田

女子中学高等学校、岩国市環境政策課、岩国市文化財課、岩国市・和木町小

学校教育研究会理科部会（小教研理科部会）、岩国市・和木町中学校教育研

究会理科部会（中教研理科部会）、藤岡市助博士顕彰会、株式会社東芝、岩

国科学を楽しむ会等 

 

   〔主要な連携事業〕 

①  他館・企業・学校と連携した科学教室 

（艦艇装備研究所岩国海洋環境試験評価サテライト、神戸市立工業専門学校、

大阪公立大学、三井化学株式会社、山口県立山口博物館、東芝未来科学館、岩

国工業高等学校、高水高等学校付属中学校） 

②  「青少年のための科学の祭典 2023in 岩国」 

（岩国市ミクロ生物館、長州科楽維新プロジェクト（山口大学工学部）、周防

大島町なぎさ水族館、蔵前工業会広島県支部、中国電力株式会社山口支社、

大島商船高等専門学校、安田女子中学高等学校、地球温暖化防止を考える

会、岩国市文化財課、岩国市科学センター科学工作クラブ） 

③  岩国市・和木町科学振興展覧会 

（小教研理科部会、中教研理科部会） 

④  岩国市発明工夫・科学工作展覧会 

（小教研理科部会、中教研理科部会） 

⑤  藤岡市助博士記念科学振興表彰 

（藤岡市助博士顕彰会、株式会社東芝、小教研理科部会、中教研理科部会） 
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令和５年度 主要事業の実施状況 

「か」科学への興味を育む環境づくり 

(1) 市民・教員・児童生徒を対象とした科学講座の開催 

①   児童生徒を対象とした科学教室の開催 

ア  科学センターの指導員による科学教室（27 回） 

月日 曜日 時間 講座名 場所 参加人数

5月14日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

5月21日 日 10:00～12:00 科学センター 9人

5月28日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

6月11日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

6月18日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

6月25日 日 10:00～12:00 科学センター 9人

7月2日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

7月9日 日 10:00～12:00 科学センター 中止（大雨）

7月16日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

7月23日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

7月30日 日 10:00～12:00 科学センター 14人

8月6日 日 10:00～12:00 科学センター 16人

8月2日 水 10:00～12:00 科学センター 8人

8月10日 木 10:00～12:00 科学センター 9人

8月25日 金 10:00～12:00 科学センター 8人

9月3日 日 10:00～12:00 科学センター 9人

11月12日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

11月19日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

12月3日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

12月17日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

1月14日 日 10:00～12:00 科学センター 11人

1月21日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

2月4日 日 10:00～12:00 科学センター 12人

2月18日 日 10:00～12:00 科学センター 11人

2月25日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

3月3日 日 10:00～12:00 科学センター 10人

3月10日 日 10:00～12:00 科学センター 20人

3月17日 日 10:00～12:00 科学センター 20人

合計 308人

貝がらを使って二酸化炭素を
発生させてみよう

センサーライトを作ろう

ハンドポンプで飛行機を飛ばそう

ファラデーモーターを作ろう

光で恐竜骨格を浮かび上がらせろ!

子や孫と作る科学おもちゃ

（くるくるアニメを作ろう、ペットボトル

でけん玉を作ろう）

モールス信号練習機を作ろう

子や孫と作る科学おもちゃ
（光の万華鏡を作ろう。ゴム銃を作ろう）

磁石で動くプロペラカーを作ろう

30万年前の岩石から化石を取り出そう！

めがねの形をしたモーターを作ろう

音と光でSOS

壁を通り抜ける不思議な箱をつくろう

水酸化ナトリウム水溶液とうすい塩酸を混
ぜるとどうなるか調べよう
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イ  他館・企業・学校と連携した科学教室 

月日 曜日 時間 講座名 場所 参加人数

7月26日 水
9:30～12:00
13:30～16:00

水中ロボットプログラミング教室
（神戸市立工業高等専門学校）

艦艇装備研究所
岩国海洋環境試験評価

サテライト
11人

7月28日 金
10:00～12:00
13:30～15:30

水中科学工作教室
（大阪公立大学）

艦艇装備研究所
岩国海洋環境試験評価

サテライト
31人

8月1日 火 10:30～12:00
ジェラート風スライムをつくろう！
with三井化学ふしぎ探検隊

中央図書館 20人

9月16日 土 13:30～15:00
ロボットプログラミング講座
中級編（山口県立山口博物館）

ロータスカルチャー
センター

12人

10月7日 土 13:30～15:30
オルゴールはからくりBOX！？
（東芝未来科学館）

岩国市民文化会館 24人

10月21日 土 13:30～15:00
ホバークラフト教室
　　with岩国工業高校

岩国工業高等学校 20人

11月11日 土 13:30～15:00
科学でイクラをつくってみよう
with高水高等学校付属中学校サイエ
ンス部

岩国市民文化会館 18人

合計 136人

 

   

ウ  出前科学教室 

月日 曜日 時間 講座名 場所 参加人数

3月14日 水 15:00～15:45
ＳＤＧｓの解説、プラスチックごみ
などを使用した万華鏡作り

神東小学校 9人
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 (2) 優れた児童生徒の科学作品の展示及び表彰 

①  科学振興展覧会の開催 

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

9月21日 木 14:00～ 令和5年度岩国市・和木町科学振興展覧会審査会 科学センター 20人

9月27日
～10月8日

水
日

9：00
～17:00

令和5年度岩国市・和木町科学振興展覧会 科学センター 605人

11月16日
～11月22日

木
水

9：00
～17:00

令和5年度山口県科学作品展出品作品特別展覧会 科学センター 45人

11月29日 水 16:00～ 令和5年度岩国市・和木町科学振興展覧会表彰式 市民文化会館 95人

 

 

②  発明工夫・科学工作展の開催  

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

1月19日 金 16:00～ 令和5年度岩国市発明工夫・科学工作展覧会審査会 科学センター 4人

1月20日
～2月8日

土
木

9：00
～17:00

令和5年度岩国市発明工夫・科学工作展覧会 科学センター 118人

 

 

③  優れた作品や研究に対する表彰の実施  

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

3月23日 土 10:30～ 令和5年度藤岡市助博士記念科学振興表彰式 市民文化会館 28人

 

 

(3) 岩石・鉱物、昆虫など岩国市にちなんだ標本展示や天体観察の充実 

①  動植物の飼育・栽培の奨励 

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 寄贈者数 配布人数

７月６日
～７月７日

木
金

９:00
～16:00

スズムシの無料配布 科学センター 21人 133人

  

 

②  植物・昆虫・貝・岩石等の同定  

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

8月20日 日
13:00

～16:00
同定会 科学センター 1人
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「が」学校では取り組みにくい体験活動の充実 

(1) 基本的な道具の使い方を学べる科学教室の開催 

①  道具を使った科学教室の実施 

「か」(1) ①に同じ 

 

(2) よく聞き、考え、みんなと創造する科学教室の開催 

①  創造する科学教室の実施 

「か」(1) ①に同じ 

②  科学クラブの効果的な運営（９クラブ） 

 

令和５年度科学クラブ員・指導員数 

No. クラブ名 
クラブ員 

(小学生) 

クラブ員 

(中学生) 

ジュニア 

指導員 
指導員 合計 対象学年 

1 植物 15人     5人 20人 小３～小６ 

2 昆虫 8人     6人 14人 小４～小６ 

3 岩石・鉱物 19人   5人 6人 30人 小４～小６ 

4 天体 15人     6人 21人 小４～小６ 

5 ミクロの世界たんけん 15人     2人 17人 小４～小６ 

6 理科実験 20人     5人 25人 小４～小６ 

7 科学工作 19人     7人 26人 小５～小６ 

8 身近な化学実験 5人     3人 8人 小６ 

9 科学実験   9人   3人 12人 中１～中３ 

 合計 116人 9人 5人 43人 173人   

 

令和５年度科学クラブ活動実績 

No. クラブ名 開催日 内容 場所 人数 

1 植物① 5月20日 クラブ活動の説明、植物の観察、採集の仕方、標本の作り方 科学センター 12人 

2 植物② 6月17日 植物観察、採集及び同定 
紅葉谷公園、 

白山神社周辺 
8人 

3 植物③ 7月15日 植物観察、採集及び同定 
城山山頂付近、 

山道 
10人 

4 植物④ 10月28日 野生キノコの観察、キノコ図鑑を利用した実践研修 サンライフ岩国 5人 

5 植物⑤ 11月11日 植物観察、採集及び同定 
紅葉谷公園、 

サンライフ岩国 
4人 

6 昆虫① 5月13日 クラブ活動の概要 科学センター 7人 

7 昆虫② 6月3日 採集会、チョウの展翅実習 
科学センター、 

長山公園 
7人 

8 昆虫③ 6月17日 高地に生息しているチョウ類の採集会、同定 
山口徳地青少年

自然の家 
5人 

9 昆虫④ 7月2日 横山地区での採集会、同定 紅葉谷公園 7人 

10 昆虫⑤ 7月15日 美和町での採集会、同定 
長谷日宛さざなみ公

園,大根川みがき公園 
7人 

11 岩石・鉱物① 6月10日 クラブの説明、採集した石の説明 錦帯橋河原 15人 

12 岩石・鉱物② 6月17日 標本づくりのための岩石採集 錦帯橋河原 11人 

13 岩石・鉱物③ 7月27日 標本箱作り 科学センター 18人 

14 岩石・鉱物④ 8月3日 麻里布小学校岩石園の観察、花崗岩から砂鉄を取り出す実験 科学センター 13人 

15 岩石・鉱物⑤ 11月4日 美祢市歴史民俗資料館・化石採集、秋吉台科学博物館見学 
美祢市（化石採集

場）秋吉台 
12人 
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No.  クラブ名 開催日 内容 場所 人数 

16 天体① 5月20日 天体観測の基礎知識、金星、火星、北斗七星、北極星、春の星座の観察 科学センター 13人 

17 天体② 8月13日 夏の星座、ペルセウス座流星群についての講義、屋外観察会 
玖珂あいあいセ

ンター 
11人 

18 天体③ 10月21日 星座、惑星、ペルセウス座流星群についての講義、屋外観察会 科学センター 11人 

19 天体④ 12月16日 冬の星座、木星、2024年の天体についての講義、流星・惑星クイズ 科学センター 7人 

20 天体⑤ 2月10日 
火球、人工衛星についての講義、天体観測（木星、オリオン大星雲、
すばるなど） 

科学センター 11人 

21 ミクロの世界① 6月17日 磯の生物・ミクロ生物の採集、磯の生物による水質・生物環境の判定 ミクロ生物館 15人 

22 ミクロの世界② 8月19日 夏の海のミクロ生物の採集、観察、スケッチ ミクロ生物館 11人 

23 ミクロの世界③ 9月9日 果物、葉っぱ、ミドリムシを顕微鏡で観察 ミクロ生物館 12人 

24 ミクロの世界④ 9月16日 マイクロプラスチックの採取とアート作品の製作、ミクロ生物の採集と観察 ミクロ生物館 10人 

25 ミクロの世界⑤ 10月14日 ゾウリムシとミドリムシの観察 ミクロ生物館 11人 

26 ミクロの世界⑥ 11月11日 秋の海のミクロ生物を調査してリアルな模型を作る ミクロ生物館 13人 

27 理科実験① 6月17日 紙で空を飛ぶものを作って、遊びながら物理の端っこを少しかじってみよう 東小中学校 14人 

28 理科実験② 6月24日 砂糖について調べよう 東小中学校 16人 

29 理科実験③ 7月1日 紙で作る飛行物体、折り紙飛行機、ブーメラン 東小中学校 16人 

30 理科実験④ 7月8日 スライムの作り方の説明と実験 東小中学校 16人 

31 理科実験⑤ 7月15日 ゴムの性質についての実験と工作 東小中学校 14人 

32 理科実験⑥ 7月22日 流体の力学の簡単な説明と実験、ペットボトル握力計の科学 東小中学校 14人 

33 科学工作① 6月10日 飛ぶものシリーズ①、滞空型紙飛行機、回転翼グライダーを作ろう 科学センター 18人 

34 科学工作② 6月24日 
飛ぶものシリーズ②、ガウスの力で飛ぶストローロケット、フィンガ

ーブーメランを作ろう 
科学センター 15人 

35 科学工作③ 7月8日 はんだ付け工作（ミニ・グランドピアノを作ろう） 科学センター 18人 

36 科学工作④ 7月22日 はんだづけ工作、テンセグリティを作ろう 科学センター 19人 

37 身近な化学実験① 7月15日 カビの実験の準備と汚れが落ちる仕組みを調べる実験 科学センター 3人 

38 身近な化学実験② 7月22日 カビの実験結果発表と植物から葉緑素や色素などを取り出す実験 科学センター 3人 

39 身近な化学実験③ 7月29日 ヨウ素液を使った実験 科学センター 3人 

40 身近な化学実験④ 8月5日 消化の実験、ルミノール反応の実験 科学センター 3人 

41 身近な化学実験⑤ 8月19日 色々な金属を組み合わせて電池を作る実験 科学センター 2人 

42 身近な化学実験⑥ 8月26日 水の電気分解の実験と燃料電池を作る実験 科学センター 3人 

43 科学実験① 7月26日 電子部品の説明、電子回路の基礎 科学センター 9人 

44 科学実験② 8月4日 厚紙と竹ぐしを使ったコマが、いかによく回るのかの予想と実験 科学センター 7人 

45 科学実験③ 8月9日 
丈夫な橋を架けるため、どのような工夫をしてきたかを身近な材料で
橋を作り予想-実験-検証する 

科学センター 8人 

46 科学実験④ 8月18日 
飛行機の飛行理論と鳥の飛翔状況の共通点、植物界の種子の飛散の共
通点 

科学センター 5人 

47 科学実験⑤ 8月23日 非安定マルチバイブレータ回路の作製 科学センター 7人 

 合計 479人 
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「く」暮らしの中の科学や道具についての学びの推進 

(1) 道具を使った科学的な遊びなど科学教材の開発や紹介 

①  教材・教具等の貸出 

学校等へ適時、貸し出しを実施している。 

②  科学教材・工作の展示 

展示室などで、随時展示している。 

 

 (2) 暮らしの中に科学を見つける活動の充実 

①  青少年のための科学イベントを開催 

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

11月25日 土
10:00

～15:00
青少年のための科学の祭典 ２０２３in 岩国

岩国市民文化
会館

388人

 

 

②  特別科学講演会の開催 

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

12月2日 土
13:30

～14:30
みんなで世界をGoodにしよう！黒ラブ教授のSDGｓ

お笑いサイエンスショー

岩国市民文化
会館大ホール

542人

 

 

 

   
 

③  スズムシの無料配布 

  「か」（3）①に同じ 
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(3) 科学教育研究のための資料の整備及び相談 

①  夏休み自由研究相談会 

月日 曜日 時間 行　事　名 場所 参加人数

7月23日 日
9:00

～16:00
夏休み自由研究相談会 科学センター 1人

 

 

②  同定会の開催 

  「か」（3）②に同じ 

 

③  科学センター月報の発行 

   毎月初めに学校・関係機関へ配布している。

4月
（669号）

「３月の科学教室の様子」「藤岡市助博士記念科学振興表彰式」「手作り科学
おもちゃ展」「４月から受付が始まる科学教室」「４月の天体」

5月
（670号）

「５月から受付が始まる教室」「科学クラブ指導員の登録」「科学クラブ員が
決まりました」「５月の天体」

6月
（671号）

「５月の科学教室の様子」「６月から受付が始まる科学教室」「スズムシの配
布は、事前申し込み制です」「6月の天体」

7月
（672号）

「6月の科学教室の様子」「７月から受付が始まる科学教室」「スズムシの無
料配布は、事前申し込みが必要です」「７月の天体」

8月
（673号）

「7月の科学教室の様子」「８月から受付が始まる科学教室」「スズムシの配
布が終了しました」「8月の天体」

9月
（674号）

「7月末・8月の科学教室の様子」「岩国市・和木町科学振興展覧会」「9月の
天体」

10月
（675号）

「8月末・９月の科学教室の様子」「岩国市・和木町科学振興展覧会開催中」「サイエン
スやまぐち2023　第77回山口県科学作品展」「10月から受付が始まる科学教室」「10月の
天体」

11月
（676号）

「10月の科学教室の紹介」「山口県科学作品展」「山口県科学作品展出品作品
特別展」「11月から受付が始まる科学教室」「11月の天体」

12月
（677号）

「青少年のための科学の祭典2023in 岩国の様子」「11月の科学教室の様子」「12月から受付が始まる科
学教室」「山口県科学作品出品作品特別展」「山口県科学研究発表会」「岩国市・和木町科学振興展覧
会表彰式」「12月の天体」

1月
（678号）

「12月の科学教室等の様子」「1月から受付が始まる科学教室」
「発明工夫・科学工作展作品大募集」「1月の天体」

2月
（667号）

「１月の科学教室の様子」「２月から受付が始まる科学教室等」「発明工夫・
科学工作展覧会」「科学講演会」「2月の天体」

3月
（668号）

「２月の科学教室の様子」「3月から受付が始まる科学教室」「発明工夫・科
学工作展覧会表彰式」「手作り科学おもちゃ展」「3月の天体」
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■ 令和５年度岩国市・和木町科学振興展覧会 

 

 日程：９月 27 日（水）～10 月８日（日） 場所：科学センター 

  ・岩国市と和木町の小中学校児童生徒による自然研究・観察及び標本作品（自然

の部）及び科学的な工作作品（創造の部）のうち、学校から推薦された作品を

展示する展覧会。 

 

〇出展数と入賞数 

自然 創造 合計 自然 創造 合計 自然 創造 合計

180 60 240 116 18 134 296 78 374

71 32 103 25 6 31 96 38 134

特選 11 7 18 8 2 10 19 9 28

入選 30 10 40 7 2 9 37 12 49

佳作 30 15 45 10 2 12 40 17 57

6 7 13 6 1 7 12 8 20県出品作品

区分 小学校 中学校 合計

部門別

出展数

入賞数

内訳

 
〇学校賞 

区分 最優秀賞

岩国市立由宇小学校 岩国市立平田小学校

岩国市立高森小学校

岩国市立岩国中学校 岩国市立灘中学校

優秀賞

小学校の部 岩国市立玖珂小学校

中学校の部 岩国市立玖珂中学校
 

〇小学校（自然の部：特選）

作品名 学校名 学年 氏名 備考 県展賞

うきしずみのふしぎ 御庄 1 森岡　桜羽

どうやって　みをまもるのかな
～とくやまどうぶつえんバージョン～

玖珂 1 髙塚　希海 県出品

むらさきキャベツ＆ブルーベリーのリト
マスじっけん

麻里布 2 上田　佳穂 県出品

トマトできたよ！！ 由宇 2 田中　秀朋

トマトソムリエかすみ 東 3 保見　夏澄 県出品

ヘラクレスオオカブトのかんさつ 高森 3 牛尾　友昭

自然にやさしいプラスチック 玖珂 4 東　暖真 県出品

絶滅危惧種に近い生きもの　パート３ 高森 4 杉　友晴

花を長持ちさせる方法 麻里布 5 髙橋　柑那

大シャボン玉づくりの実験 由宇 5 大下　慎人 県出品

カイロを使い尽くす 由宇 6 寺岡　知香佳 県出品
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〇小学校（創造の部：特選）

作品名 学校名 学年 氏名 備考 県展賞

ジャンプマリオ 由宇 1 吉村　尚将 県出品

始祖鳥空を飛ぶ？！ 平田 2 田丸　湊太 県出品

足うらせんしゃき 東 2 山根　雅翔 県出品 入選

ブルー☆リニア☆ワールド 川下 3 大久保　博貴 県出品

リモコンクレーン 愛宕 5 進藤　咲希 県出品

Don't worry ! I'm cleaning! 由宇 6 重本　悠成 県出品

アームクレーン 玖珂 6 土井　海司 県出品
 

 

〇中学校（自然の部：特選） 

作品名 学校名 学年 氏名 備考 県展賞

夏の暑さ対策！！１番早く乾くのは何
色？何の素材？

岩国 1 中元　里咲 県出品

ふきこぼれの研究 岩国 1 岡村　青郁 県出品 入選

メダカの水槽の秘密 灘 1 赤崎　真友子 県出品

ビタミンＣの検出実験 東 2 西藤　帆花

SDGｓ燃料電池をつくろう 由宇 2 池田　光騎 県出品

植物の葉で日光写真を撮ろう 玖珂 2 秋友　心結 県出品

新体操の身体難度（DB）の向上につい
ての研究

灘 3 藤田　喜子

身近な微生物の体のつくりと動き方の
研究

高森みどり 3 原田　彩世 県出品
 

 

〇中学校（創造の部：特選） 

作品名 学校名 学年 氏名 備考 県展賞

マイロボット５洗濯たたみお助けロ
ボット

通津 1 土井　康生 県出品 奨励賞

自動球出し機 玖珂 1 山田　衛杜
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■令和５年度岩国市発明工夫・科学工作展覧会 

 

 日程：１月 20 日（土）～２月８日（木） 場所：科学センター 

   ・冬休みや年間を通じて創作した科学知識に基づく工作作品の展覧会。 

    出展数 23 点（小学校 17 点、中学校６点） 

 

作品名 学校名 学年 氏名 備考

ピンポン玉回しゅうロボット 東 2 山根 雅翔 最優秀賞

アイスベロベロベー 東 2 味村 詩乃 優秀賞
 

 

 

■令和５年度藤岡市助博士記念科学振興表彰 

 

  岩国市・岩国市教育委員会、並びに藤岡市助博士顕彰会の共催で、岩国市出身の

藤岡市助工学博士の功績を記念するとともに、本市の児童・生徒の科学への興味関

心を高めるため、優れた科学作品製作者に「藤岡市助博士記念科学振興表彰」とし

て以下のとおり各賞を授与しました。 

 〇日時：３月 23 日（土）10：30～  

〇場所：岩国市民文化会館 

 

【藤岡市助博士記念特別賞】 

氏　　名 学校名 学年 作品名

土　井　　康　生 通津中 1 マイロボット５洗濯たたみお助けロボット
 

 

【市長賞】 

氏　　名 学校名 学年 作品名

山根　雅翔 東小 2 足うらせんしゃき
 

 

【教育長賞】 

氏　　名 学校名 学年 作品名

岡村　青郁 岩国中 1 ふきこぼれの研究
 

 

【藤岡市助博士顕彰会長賞】 

氏　　名 学校名 学年 作品名

髙塚　希海 玖珂小 1
どうやって　みをまもるのかな
～とくやまどうぶつえんバージョン～

大久保　博貴 川下小 3 ブルー☆リニア☆ワールド

東　暖真 玖珂小 4 自然にやさしいプラスチック

進藤　咲希 愛宕小 5 リモコンクレーン

寺岡　知香佳 由宇小 6 カイロを使い尽くす
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■令和５年度科学クラブ活動報告書（抜粋）
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歴代館長名簿（旧岩国市から通算） 

 

初代館長 河　本　新太郎 昭和35年1月1日 ～ 昭和37年3月31日

２代館長 佐　伯　武　夫 昭和37年4月1日 ～ 昭和42年3月31日

３代館長 梅　本　直　一 昭和42年4月1日 ～ 昭和42年5月24日

４代館長 岩　崎　利　夫 昭和43年9月1日 ～ 昭和46年3月31日

５代館長 中　川　茂　美 昭和46年4月1日 ～ 昭和48年5月31日

６代館長 歓　喜　治　朗 昭和48年6月1日 ～ 昭和49年3月31日

７代館長 高　林　一　郎 昭和49年4月1日 ～ 昭和50年3月31日

８代館長 横　山　清　一 昭和50年4月1日 ～ 昭和51年3月31日

９代館長 徳　本　八　郎 昭和51年4月1日 ～ 昭和52年3月31日

10代館長 玉　井　昭　男 昭和52年4月1日 ～ 昭和54年3月31日

11代館長 弘　中　　　毅 昭和54年4月1日 ～ 昭和56年3月31日

12代館長 岩　崎　利　夫 昭和56年4月1日 ～ 昭和57年3月31日

13代館長 杉　山　丁　治 昭和57年4月1日 ～ 昭和58年3月31日

14代館長 清　弘　雄　正 昭和58年4月1日 ～ 昭和59年3月31日

15代館長 長　和　信　夫 昭和59年4月1日 ～ 昭和61年3月31日

16代館長 原　田　　　明 昭和61年4月1日 ～ 昭和62年3月31日

17代館長 長　光　史　記 昭和62年4月1日 ～ 平成元年3月31日

18代館長 岸　本　道　雄 平成元年4月1日 ～ 平成２年3月31日

19代館長 栗　栖　琢　也 平成2年10月1日 ～ 平成４年3月31日

20代館長 中　原　一　雄 平成4年4月1日 ～ 平成５年3月31日

21代館長 岸　村　　　進 平成5年4月1日 ～ 平成10年3月31日

22代館長 尾　崎　輝　雄 平成10年4月1日 ～ 平成11年3月31日

23代館長 津　山　直　人 平成11年4月1日 ～ 平成12年3月31日

24代館長 田　屋　尚　文 平成12年4月1日 ～ 平成14年3月31日

25代館長 市　山　忠　行 平成14年4月1日 ～ 平成16年3月31日

26代館長 石　本　直　邦 平成16年4月1日 ～ 平成22年3月31日

27代館長 広　津　　　毅 平成22年4月1日 ～ 平成24年3月31日

28代館長 川　戸　裕　司 平成24年4月1日 ～ 平成25年3月31日

29代館長 末　弘　隆　司 平成25年4月1日 ～ 平成26年3月31日

30代館長 小　田　修　司 平成26年4月1日 ～ 平成26年9月30日

31代館長 吉　村　比呂志 平成26年10月1日 ～ 平成27年3月31日

32代館長 浜　川　智　也 平成27年4月1日 ～ 平成29年3月31日

33代館長 森　本　敦　彦 平成29年4月1日 ～ 平成31年3月31日

34代館長 林　　 孝　 造 平成31年4月1日 ～ 令和3年3月31日

35代館長 中　村　洋　一 令和3年4月1日 ～ 令和4年3月31日

36代館長 弘　中　　　勝 令和4年4月1日 ～ 令和6年3月31日

37代館長 大 黒 屋  　誠 令和6年4月1日 ～
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表紙の写真 

「岩国市・和木町科学振興展覧会表彰式」 

令和５年 11 月 29 日 


